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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 心筋疾患は，原因の不明な特発性心筋症と特定の疾

患に付随して生ずる特定（あるいは二次性）心筋疾患

とに分類されているが，実際には特発性心筋症にはさ

まざまな原因による特定心筋疾患が含まれている可能

性がある．

 一方，進行性筋ジストロフィーなどの神経筋疾患，

糖原病などの代謝障害，膠原病などにおいて心筋疾患

と神経筋病変とがしぼしば，共存することが知られて

いる．

 著老は神経筋単位と心筋とには時に共通な病態がみ

られることに注目し，特発性心筋症における神経筋病

変について検討し，心筋病変の病因を究明せんとした．

 対象および方法

 当初，特発性心筋症と診断された41症例について①

理学的所見②血清CPK値③上腕二頭筋，上腕三

頭筋，尺側手根屈筋，大腿四頭筋，，前脛骨筋，腓骨筋

などの筋電図所見④末梢神経伝導速度⑤上腕三頭

筋，大腿四頭筋，腓骨筋などの筋生検による組織学的，

組織化学的，電顕的所見などの検討を行なった．

 結果

 1）当初，特発性心筋症と診断された41症例のうち2

例（糖原病III型の1例と，多発性筋炎症候群，甲状腺

機能南進症，ならびに心筋炎後の病変の考慮された1

例）は神経学的諸検査によって特定心筋疾患であるこ

とが確認された。

 2）最終的に心筋病変と神経筋病変との間に直接的

な共通原因を証明できず特発性心筋症と診断された39

症例において，筋電図では異常所見は39例中27例

（69％）にみられた。筋生検を行なった9例ではすべて

異常所見を示し，その内訳は先天性ミオパチー1例，

陳旧性多発性筋炎1例，およびepimysium・per・

imysiumの飾rosisとType II predominanceを認め

たもの1例，神経原性筋萎縮6例で後者のうち2例に

はウィルス感染が示唆されるeosinophilic bodyを認

めた．

 結論

 1）特発性心筋症において，神経筋病変の検討によ

り，特定心筋疾患を発見し得る可能性があり，特発性

心筋症の診断には心所見のほか神経筋病変の検索を併

せ行なう必要がある．

 2）特発性心筋症では筋電図，骨格筋筋生検などで高

率に異常が見出され，心筋と神経筋単位の両者に共通

のsubclinicalな病態，すなわち遺伝性疾患（遺伝性ミ

オパチー，代謝異常など），ウィルス感染，栄養障害，

膠原病などの存在が示唆される．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，特定性心筋症の70％に筋電図異常を，また筋生検の行なわれた全例に組織学的異常をみ

とめ，心筋と神経筋単位とには共通のsubclinica1な病態が存在することを示唆した学術上価値の高

いものである．
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